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野

博

史

『
大
般
浬
桀
経
集
解
』
(以
下

『
集
解
』
と
略
称
す
る
)
は
、
巻
第
二
以

下
の
随
文
解
釈
に
お
い
て
、
実
に
十
九
名
の
多
数
に
の
ぼ
る
注
釈
者
の
(
1
)

注
を
編
纂

し
て
い
る
。
諸
注
釈
者

の
な
か
で
最
も
時
代
の
古

い
人
は
竺(2
)

道
生

(
?
-
四
三
四
)
で
あ
り
、
そ
の
次
に
古
い
と
推
定
さ
れ
る
の
が
僧

亮
で
あ
る
。
『
集
解
』
は
『
南
本
浬
梨
経
』
を
二
千
八
百
六
十
四
の
経
文

に
分
節
し
て
い
る
が
、
僧
亮
の
注
は
、
二
千
百
三
十
箇
所
に
採
用
さ
れ

(3
)

て
お
り
、

他
の
諸
師
に
く
ら
べ
て
最
も
多
い
。
本
稿
は
、

こ
の
僧
亮

の

注
を
資
料

と
し
て
、
彼
が
浬
繋
経
を
釈
尊

一
代
の
経
教
の
な
か
で
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

は
じ
め
に
、
比
較
的
詳
し
く
釈
尊

一
代
の
経
教
を
分
類
し
た
資
料
を

検
索
す
る
と
、
次
の
三

つ
が
注
目
さ
れ
る
。

(
1
)
如
来
、
始
自
道
場
、
終
於
双
樹
、
凡
三
説
浬
葉
。
二
是
方
便
、

一
真
実

也
。
初
開
三
究
寛
、
是
一
方
便
。
但
説
解
脱
是
浬
繋
、
而
身
智
是
有
為

也
。
二
方
便
中
、
説
法
華
破
三
究
寛
、
身
智
故
是
有
為
耳
。
今
双
樹
之

(4
)

説
、
身
智
即
浬
葉
、
謂
究
寛
無
余
之
説
也
。

(
2
)
金
鉾
、
響
諸
経
教
。

一
指
、
響
三
乗
諸
経
説
三
浬
桀
。
実
欲
顕

一
常
住
浬

葉
。
文
隠
義
微
、
響

一
指
也
。
二
響
法
花
破
二
浬
樂
。

一
乗
錐
顕
、
常
我

(
5
)

未
明
、
響
二
指
也
。
三
指
者
、
響
今
日
仏
性
常
楽
之
説
。

(
3
)
仏
教
従
小
起
。
牛
響
仏
也
。
乳
響
三
蔵
。
酪
響
三
乗
雑
説
也
。
生
蘇
響
方

(
6
)

等
。
熟
蘇
響
説
空
般
若
。
醍
醐
響
浬
桀
経
法
也
。

(
7
)

(1
)
は経
序
に
お
い
て
説
か
れ
、
『
集
解
』
編
纂
者
が
諸
師

の
経
序
を

八
科
に
整
理
す
る
中
の
「
籔
教
意
」
に
採
録
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
釈

尊

の
説
法
の
始
終
を
視
野
に
入
れ
た
う
え
で
、
全

部
で
三
回
、
「浬
葉
」

が
説
か
れ
た
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、
は
じ
め
の
二
回
は
方
便

と
さ
れ

る
。
第

丁
回
の
説
は
三
種

の
究
寛
を
説
い
た
こ
と
で
、

こ
れ
は
(
2
)
の
注

を
参
照
す
る
と
、
三
乗
の
諸
経
に
お
い
て
三
種
の
浬
梨
を
説

い
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
三
種
の
浬
葉
と
は
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩

の
三
乗
が
そ

れ
ぞ
れ
達
成
す
る
た
が
い
に
異
な
る
三
種
の
果
報

(阿
羅
漢
、
縁
覚
、
仏
)

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
段
階

の
教
え
で
は
、
解
脱

が
浬
繋
で
あ
る
と
説

く
だ
け
で
、
身
と
智
は
有
為

(無
常
変
化
す
る
存
在
)
で
あ

っ
て
、
浬
盤
小

の
内
容
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
方
便
な
の
で
あ
る
。
第

二
回
の
説
は
、
法
華
経
に
お
い
て
、
前
述
し
た

三
究
寛
を
破

る

こ
と
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(
究
寛
=
浬

盤
が
三
種

あ
る
と
す
る
考

え
を
破
る

こ
と
)
で

あ

る
。

し

か

し
、

身

・
智

は
第

一
回

の
説

と
同

様
、

も

と

よ

り
有

為

で

あ

る

か

ら
、

方

便

(8
)

と
さ
れ
る
。
第
三
回
の
説
は
、
浬
梨
経
の
説
で
真
実
と
さ
れ
、
解
脱
の

み
で
な
く
法
身
、
般
若
も
浬
架

の
内
容
と
し
て
説
か
れ
て
お
り
、
究
寛

無
余
の
説
と
さ
れ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
僧
亮
は
釈
尊

一
代
の
経
教

を
、
法
華
以
前

の
三
乗
教
、

三
乗
を
破
し
て

一
乗
を
顕
わ
す
法
華
経
、

浬
葉
経
の
三
段
階
に
分
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
(
2
)
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
(
9
)

(2
)
の説
明
は
割
愛
し
て
、
(
3
)
につ
い
て
述
べ
る
。
(
3
)
は
有
名
な
聖
行

品
の
瑚
味

の
響
喩
に
対
す
る
注
で
あ
る
。
僧
亮
よ
り
後
輩
の
僧
宗
、
宝

(
1
1
)

亮
が
、

こ
の
響
喩
に
対
し
て
明
ら
か
に
五
時
教
判
を
展
開
し
て
い
る
の

に
く
ら
べ
る
と
、
僧
亮
の
注

は
、
三
蔵
、

三
乗
雑
説
、
方
等
、
空
般

(1
2
)

若
、
浬
繋
経
法
と
、
仏
教
は
小
乗
か
ら
は
じ
ま
る
と
し
た
う
え
で
、
釈

(13
)

尊
の
説
法
を
五
段
階
に
分
類
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
経
典
の
配

当
に
つ
い
て
明
瞭
を
欠
き
、
ま
た
法
華
経
の
位
置
づ
け
に
は
全
く
論
及

し
て
い
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
僧
亮
の
場
合
は
、
経
文
の
五
味
を
解
釈

す
る
必
要
上
、
五
段
階
の
教
え
を
設
定
し
た
が
、
後
に
発
達
す
る
頓
漸

五
時
教
判
と
は
大
分
隔
り
が
あ
る
と
結
論
で
き
よ
う
。

で
は
次
に
、
三
段
階
、

あ
る
い
は
五
段
階
に
分
類
さ
れ
た
経
教
の
相

互
関
係
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。

こ
れ
ま
で

の
引
用
か
ら
も
十
分
推
定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
浅
い
教
え
か
ら
深

い
教
え

へ
と
、
漸
次
に
経
教
が
深
化
す
る
と
考
え
て
い
た
。

こ
れ
を
明

示
す
る
資
料
と
し
て
次
の
二

つ
を
掲
げ
て
お
く
。

(1
4
)

(
4
)
如
来
教
法
、
先
浅
後
深
、
唯
浬
藥
究
寛
、
無
惑
不
除
也
。

(
5
)
一
切
諸
仏
、
皆
且
浄
臓
二
土
。
仏
在
悪
土
、
開
三
乗
教
。
先
浅
後
深
、
漸

(1
5
)

除
諸
悪
。
故
名
蔵
也
。

釈
尊

の
説
法
を
浅
い
教
え
か
ら
深
い
教
え

へ
と
展
開
す
る
と
見
る
考

え
は
、
後
の
頓
漸
五
時
教
判
と
ま
っ
た
く
同
じ
視
点
で
あ
り
、
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
浅
か
ら
深

へ
と
い
う
視
点
が
、
具
体
的
な
経
典

の
優
劣
比
較
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

そ
の
資
料
は
ほ
と
ん

ど
な
い
が
、
す
で
に
引
用
し
た
(
2
)
にお

い
て
、
二

乗
錐
顕
、
常
我
未

明
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
法
華
経

と
浬
繋
経

(1
6
)

の
比
較
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
「
昔
説
契
経
、
具
二
種
。
如
法
華

中
説

一
解
脱
、
是
無
余
也
。
復
倍
上
数
、
是
有
余
也
。
」
も
、
『
法
華
経
』
寿

量
品
の

「
復
倍
上
数
」
が
有
余

(
不
完
全
)
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た

も
の
で
、
浬
桀
経
の
仏
身
常
住
説
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、

こ
の
点
も
後

の
五
時
教
判
と
共
通
す
る
着
眼
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
僧
亮
は
浬
繋
経
を
最
高

の
教
え
と
捉
え
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
内
容
に
対
す
る
捉
え
方
は
、

(6
)
諸経
所
不
論
者
、
其
旨
有
三
。
何
者
、

一
日
常
住
。
二
日
一
体
三
宝
。
三

(
1
7
)

日
衆
生
悉
有
仏
性
。
然
常
住
是
経
之
正
宗
。
余
二
為
常
故
説
耳
。

と
い
う
序
品
冒
頭
の
注
に
最
も
よ
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
浬
架
経

を
最
高
と
捉
え
る
視
点
か
ら
、
僧
亮
は
、
前
述

し
た
よ
う
な
釈
尊

の

一

代
説
法
を
三
段
階
、
あ
る
い
は
五
段
階
に
分
け

る
考
え
方
よ
り
も
、
浬

『
大
般
浬
繋

経
集
解

』

に
お
け

る
僧
亮

の
教
判

思
想

(
菅

野
)
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『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
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お
け

る
僧
亮

の
教
判
思
想

(
菅

野
)

桀
経
と
そ
れ
以
前
の
経
と
を
、
「
今
」
と

「
昔
」
と
し
て
二
大
分
す

る

考
え
方
を
多
く
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
浬
繋
経
自
身
が
し
ば
し
ば

過
去
の
教
え
と
浬
繋
経
の
思
想
と
を
対
比
さ
せ
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
(
6
)
の引
用

で
見

た
よ
う

に
、
僧
亮
は
浬
桀
経
の
申
心
思
想
を
仏
身
の
常
住
と
捉
え
る
こ
と
か
ら
、

今
昔
の
両
説
を
対
照
さ
せ
る
一
つ
の
大
き
な
観
点
と
し
て
、
常
と
無
常

 
あ
 

と
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「昔
説
無
常
、
覆

今
常
旨
、
謂

(1
9
)

之
密
教
也
。」
「
上
勧
疑
問
、
今
開
疑
宗
。
何
者
、
昔
説
従
凡
至
仏
皆
是

(2
0
)

無
常
。
今
云
施
常
。
言
与
昔
乖
、
理
応
疑
向
也
。」
「
入
者
、
常
住
之

(
2
1
)

理
、
昔
為
無
常
所
覆
。
」
「
自
知
生
死
未
尽
、
不
知
仏
果
常
、
故
為
昔
言

所
覆
也
。
」
等
と
あ
る
。
浬
漿
経
で
は
昔
の
無
常
説
が
批
判

さ
れ
る
と

と
も
に
、

そ
の
一
定
の
役
割
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
僧
亮
も
昔

(
2
2
)

説
の
一
定

の
役
割
を
認
め
る
注
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
常
と
無
常
と

の
対
照
以
外
に
は
、
浬
葉
経
の
所
説
に
応
じ
て
、
空
と
不
空
、
無
我
と

自
在
、

五
陰
が
す
べ
て
苦
で
あ
る
か
ど
う
か
、
八
聖
道
が
道
諦
で
あ
る

か
ど
う
か
、
を
め
ぐ

っ
て
今
昔
の
両
説
が
対
照
的
に
扱
わ
れ
、
中
に
は

(
2
3
)

両
説
の
矛
盾
性
を
強
く
提
示
す
る
表
現
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、

今
昔
の
両
説
に
つ
い
て
、
常
、
無
常
な
ど
の
具
体
的
な
教
理

を
示
す
概
念
で
対
照
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
偏
教
、
円
教
と
い
う
思

想

の
全
体
的
評
価
に
か
か
わ
る
概
念
を
用
い
て
表

現
す

る

こ
と
も
あ

り
、
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

(
7
)
昔
日
偏
教
、
説
仏
無
常
。
密
笙
於
常
。
惑
者
失
旨
、
慧
命
不
生
。
是
為
魔

(
2
4
)

道
。
今
円
教
既
開
、
能
生
円
解
、
終
成
大
覚
、
是
天
道
也
。

(2
5
)

(
8
)
菩
薩
既
去
、
円
教
亦
隠
。
小
乗
以
無
我
為
化
。
偏
教
失
中
、
響
諦
也
。

と
。

こ
の
偏

・
円
に
よ

っ
て
、
今
昔
の
両
説
を
規
定
す
る
考
え
方
は
、

仏
が
沙
羅
双
樹
の
間
で
二
月
十
五
日
に
浬
葉
に
入
る
と
い
わ
れ
る
場
所

と
日
時
に

つ
い
て
の
解
釈
の
な
か
に
も
適
用
さ

れ

て
い
る
。
「
沙
羅
双

樹
」
に

つ
い
て
は
、

(
9
)有
二
樹
。
…
…
中
略
…
…
今
以
二
樹
鮮
栄
二
樹
枯
悼
、
明
法
不
偏
也
。

(
2
6
)

昔
道
場
説
、
所
以
一
樹
。
今
日
教
円
、
寄
之
双
也
。

と
あ
り
、
「
二
月
十
五
日
」
に
つ
い
て
は
、

(
1
0
)
彼

土
、
唯
立
三
時
。
謂
春
夏
冬
也
。
二
月
是
春
和
之
中
節
。
異
耶
。
冬
夏

寒
暑
、
偏
也
明
也
。
昔
談
苦
空
、
如
彼
之
偏
。
今
既
二
理
双
顕
、
故
取
表

(
2
7
)

於
中
和
也
。

(
28
)
 

(
2
9
)

と
あ
る
。
ま
た
、
僧
亮
は

「
仏
所
説
義
、
有
権

有
実
。
」
と
あ
る
よ
う

に
、
権

・
実

の
概
念
に
よ

っ
て
釈
尊
の
教
説
を
二
分
す
る
考
え
を
示
し

て
い
る
。
浬
梨
経
の
所
説
が
実

(真
実
)
と
さ
れ
、

そ
れ
以
外

の
経
教

(
3
0
)

が
権

(方
便
)
と
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
推
定
さ
れ
る
。

(3
1
)

以
上
、
僧
亮
の
教
判
思
想
を
考
察
し
て
き
た
。
釈
尊
二

代
の
説
法
を

浅
い
教
え
か
ら
深
い
教
え

へ
の
展
開
と
捉
え
、

浬
架
経
を
最
高
の
教
え

と
位
置
づ
け
た
こ
と
、
そ
の
上
で
、
法
華
経
の
開

三
顕

一
の
思
想
に
特

別
な
注
意
を
払

っ
て
釈
尊

一
代
の
経
教
を
三
段
階
に
分
け
る
考
え
を
示

し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
浬
繋

経
と
そ
れ
以
前
の
経

教
に
二
大
別
し
、
今
昔
の
両
説
を
、
常

・
無
常

な
ど
の
教
理
の
対
立
か
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ら

整

理

し

た

り
、

偏

・
円
、

権

・
実

な

ど

の
思

想

評

価

の
概

念

を

用

い

て
整

理

し

て

い
る

こ
と

が

判

明

し
た
。

1

道
生

の
注

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』

に

お

け

る
道

生
注
」
(
『
日
本
仏
教
文

化
研
究
論
集
』
第

五
号
、

四

天

王

寺

国

際

仏

教

大

学

・
総
本
山
四
天
王
寺
刊
、

昭
和

六
十
年

三
月
)

を
参
照
。

2

僧

亮

の

伝
記

は
布
施
浩
岳
氏

に
よ

っ
て
考
証

さ
れ
、
『
高
僧

伝
』

巻

七

所

載

(
大

正

五
〇

・
三
七
二
中
)

の
京

師
北
多

宝
寺
に
住
し
た

「
釈
道

亮
」
に
比
定
さ
れ

て

い
る
。
『
浬
葉
宗

の
研
究
』
後
篇

(
昭
和
十

七
年
、

叢
文
閣
。

昭

和

四

十

八
年
、

国
書
刊
行
会
)

二
三
二
-
二

四

〇

頁

参

照
。

3

『
集
解
』

の
テ

キ

ス
ト
、
撰

者
、
構

成
に

つ
い
て
は
、

拙
稿

「
『
大
般
浬

繋

経

集

解
』

の
基

礎

的
研
究
」

(『
東

洋
文
化
』
第
六
十
六
号
、

昭
和
六
十

-
年
二
月
)
参
照
。

4

大
正
三
七

・
三
七
七
下
。

5

前
同

・
四
六
二
中
-
下
。

6

前

同

・
四
九
三
上
。

7

経
序

と
は
経
典

の
題
目
を
解
釈

し
た
も

の
で
、
巻

第

一
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
「
僧
亮

日
、
修
多
羅
者
、
含

五
義
。

如
経
叙
也
。
」

(
前
同

・
四
九
四
上
)
を
参
照
。

8

布
施
氏

の
前
掲
書

は
こ

の
部

分

を

解
釈

し
て

「
法
華

の
浬
藥

は
即
ち
法
身
般
若

な
る
の
み
な
れ
ば
有
為

で
あ
り

…
…
」
(
三
一

六
頁
)

と
述

べ
て
い
る
が
、

問
題

が
あ
る
。
「
故
」

は

「
ゆ
え

に
」

で
は
な
く
、

「
も

と
よ
り
」

の
意

で
あ

る
。

9

2

の
注

は
、
如

来

性
品

の

「
仏
言
、

善
男
子
。

如
百
盲
人
為
治
目
故
造
詣
良
医
。

是
時
良
医
、

即
以
金
鉾
、

決
其
眼
膜
。

以

一
指
示

問

言
、

見

不
。

盲

人

答

言
、

我

猶

未

見
。

彼
以
二
指
三
指
示
之
。

乃
言
、

少
見
。
」

(
大
正

一
二
・
六

五
二
下
)

に

対
す

る
も

の
で
あ
る
。

10

大
正

一
二

・
六
九
〇
下
-

六
九

二
上
参
照
。

1
1
大

正
三
七

・
四
九
三
上
-
中
。

五
時
教
判

と
い

っ
て
も
、

後
世

の
吉
蔵

が

『
三
論
玄
義
』
(
大
正

四
五

・
五
中
)

で
慧
観

の
も

の
と
し
て
紹

介

す

る

五
時
教
判

ほ
ど

に
は
完
成

し
て
い
な
い
。

12

釈
尊

の
教

え
が
小
乗

か
ら

大
乗

へ
と
展
開
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
初
説
小
後
説
大
、

似
如
有
隠
。
」

(
前
同

・
四
三
三
中
)
、
「
第

四
明
昔
小
今
大
。
」
(
前
同

・
四

九

二

上
)
を

参

照
。

13

「
三
蔵
」

に

つ
い
て
は
、
「
謂
三
蔵
経
、

是
小
乗
法
蔵
、

真
是
仏

説
、

無
此
我
相
。
」
(
前
同

・
四
六
三

下
)
を
参
照
。

「
三

乗

雑

説
」

に

つ
い

て
は
、
「
如
来

一
道
、

随
大
小
乗
根
、

広
略
為
別

耳
。

従

一
至

九
、

是

三
乗

雑
説
。
」
(
前

同

・
四
八
五
下
)

を
参
照
。

14

前
同

・
四
七
〇
中
。

15

前

同

・
五
〇
九
中
。

16

前
同

・
四

七
四
中
。

17

前
同
.
 三
八

三
中
。

18

前

同

・
三
八
六
中
-

下
。

19

前
同

・
三
九

一
中
。

20

前

同

・
四
〇

一
下
。

21

前

同

・
四
〇

六

下
。

22

「
聞

今

伊

字

之
響
、

解
仏
昔
説

一
切
無
常

是
方
便

也
。

而
此
方
便
、

能
断

三
界
実

結
。

何

快
如
之
。
」

(
前
同

・
四
〇
二
上
)
「
挙
三
界

実
結
、
顕

無
常
教
之
力
能
也
。
」

(
四
〇
二
中
)
「
無
常
之
教
、

乃
学
之
始
也
。
」

(
四
〇
六

上
)

「
偏

説

無

常
、

常
我
自
顕
也
。
」

(
四
四
九
下
)

等
参
照
。

23

「若

以

昔

説

為

実
、

終
不

悟
今
教
也
。

是
故
称
名
、

発
其
疑
端
。

昔
説

一
切
空
、

今
言
不
空
、

是
可
疑

世
。
」

(
前
同

・
四
〇
〇
下
)

「
是
即
昔
説
無
我
、

是
実
。

今

説

自

在
、

応

虚

也
。

如
仏
所
説
者
、

今
昔
皆
是
仏
説
。

今

説

何

必

全

是
。
」
(
四

〇

三
下
)

「
謂

五
陰
皆
苦
、

与
昔
教
相
違
。

以
昔

証

今

也
。」

(
四

八

二
上
)
「
不

相

応

者
、

今
説

八
是
道
。

昔
不
説

八
、
応
非
道
也
。
」
(
四
八
五
中
)
を
参
照
。

24

前
同

・
四

一
四
中
-
下
。

25

前
同

・
四
六
三
中
。

26

前

同
.
 

三
八
四
上
!

中
。

27

前
同

・
三
八
四
中
。

28

偏

・
円
に
関

す
る
資

料
を

い
く

つ
か
列
挙

し
て
お
く
。

「
三
乗
偏
教
、

喩

以

半

字

也
。
」
(
前

同
.
 

四
三
三
中
)
「
執
先
偏
教
、

不
信
後
説

也
。
」
(
四
五
〇
中
)

「末
法
耶

惑
、

執

偏
教
者
、

不
受
常
説
、

讐
水
暴

急
不
得
度

也
。
」
(
四
七
四
下
)
「
経

旨
不
偏
、

理

円
可
貴
、

喩
之

宝
。
」
(
四
〇

六
中
)
「
仏
説
勝
修
、

円
教

可

仰
。

以

讐

空

中
之

月
也
。
」

(
四
〇

七
上
)
「
鏡

以
表
像
、

讐

円
教

也
。
」

(
四
五
二
下
)

「
笛

讐

円
教

也
。
」

(
四
五
三
申
)

な
ど
参
照
。

29

前

同
.
 五
七
五
下
。

30

本
文
引
用
(
1
)
や
、「双
樹
之
説
、

真

実
之
相
也
。
」

(
四

六

三

下
)

を

参

照
。

ま
た
、
権
実

に

つ
い
て
、

「
智
者
見

法
、

法
理
無

二
。

謂
仏
説

実

不

説

権
也
。

無
智
不
見
法
故
、

仏
説

権
道
、

謂
道
有

権
実
説

不
定

也
。
」

(
五
七
五

下
)
「
始
学
者
、

木

有
知
見
。

是
仮

名

菩
薩
、

不

達

権
道
…
…
」

(
五
七

六

下
)
「
為
権
教

所
覆
、

響
深

水

中

也
。
」
(
四
〇
六
中
)

を
参

照
。

31

僧

亮

の
注

と
し
て

「
所

以
四
時
経

教
、
未
出
神

明

之

妙
体
。

唯

就

生

死

辺

為

論
。
」
(
前
同

・
五
三
七
上
)

が
あ
る
が
、
「
四
時
経

教
」
「
神
明
妙
体
」

は
宝

亮

の
思

想
、
用

語
で
あ
り
、

諸
本

の
異

同
は
な

い
が
、

宝
亮

の
注
と

し
て
本

論

の
考
察

か
ら
除
外
し
た
。

(
付
記
)

本
稿

は
聖
徳

太
子
奉
讃
会

へ
の
研

究
報
告

の

一
部

で
あ
る
。

(
東
方
研
究
会
専
任
研
究
員
)

『
大
般
浬
繋
経
集
解
』

に
お
け

る
僧
亮

の
教
判
思
想

(
菅

野
)
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